
2023.10 WISENET2050 公表

・シームレスネットワークの構築
（交通需要追随型からサービスレベル達成型へ）

・技術創造による多機能空間への進化

2024.4 ９期計画 開始

・「食」「観光」に加えて「再エネ」を北海道の価値に追加
・距離の不利を克服するデジタル化 ・多様な関係者の「共創」

（2024.3.12閣議決定）

１．概要

⚫ ９期計画で掲げる２つの目標（「我が国の豊かな暮らしを支える北海道 ～食料安全保障、観光立国、ゼロカーボン北海道」、「北海道の価値を生み
出す北海道型地域構造 ～生産空間の維持・発展と強靱な国土づくり」）の実現に資する道路分野の政策に、WISENET2050に示された考え方を反映
して、今後推進すべき政策集としてとりまとめたもの

⇒食料生産、観光、再生可能エネルギーという北海道の「価値」と、広大な地域に分散・散居する「地域構造の特徴」を踏まえ、先駆的な取組等を
具体的に提示することを目標

＜名称について＞

⚫ ９期計画の中心的メッセージである「多様な主体と『共に北海道の未来を創る』こと」を受け、この「共創」を支える道路ネットワークが目指すべ
き姿を「北海道共創ネットワーク」と表現

２．構成

⚫ 基本的に９期計画の構成を踏襲（第１～７章）し、それぞれの政策課題に対する道路行政の取組について、①現状、②主な課題、③展開すべき施策
を紹介（先進的／未来型の取組は「共創の芽」として整理）

⚫ WISENETの根幹をなす「シームレスネットワークの構築」「パフォーマンス・マネジメント」は“第０章”として北海道における適用の考え方を示し、
第１章以降のベースとしている

第９期北海道総合開発計画のための道路政策集 ー 北海道共創ネットワーク ー
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施策１：安定的な物流に資する道路ネットワークの機能向上 施策１：生産空間の定住環境を維持・改善するための道路ネットワークの整備

施策２：物流効率化に向けた支援 施策２：地域内の交通の維持に向けた支援

施策１：広域周遊環境の整備 施策３：「道の駅」等を活用した日常的な生活サービス機能の集約・拠点化

施策２：ドライブ観光の魅力向上 施策４：交通の要衝としての札幌の機能強化

施策３：サイクルツーリズムの推進 施策１：「救援する道路ネットワーク」の整備

第３章　地域の強みを活かした成長

産業の振興
施策１：物流効率化や生活環境の向上に資する効果的な道路ネットワークの整備 施策２：道路啓開計画の実効性の向上

施策１：道路交通の円滑化によるＣＯ２排出量の削減 施策３：異常気象への対応

施策２：道路交通の電動化 施策４：持続可能な道路維持管理の実現

施策３：道路管理等に由来するＣＯ２排出量の削減

施策１：ネイチャーポジティブの推進

施策２：野生動物との共生

第４章　地球温暖化対策を先導する

ゼロカーボン北海道の実現

第５章　自然共生社会の形成

第６章　生産空間の維持・発展を支

える人流・物流ネットワークの形成

第７章　安心・安全に住み続けられ

る強靱な国土づくり

第０章　これからの北海道を支える道路ネットワーク ～サービスレベル達成型のネットワーク整備～

第１章　食料安全保障を支える物流

システムの構築

第２章　観光立国を先導する世界

トップクラスの観光地域づくり



これからの北海道を支える道路ネットワーク ～サービスレベル達成型のネットワーク整備～

現状・課題

目標とするサービスレベル サービスレベルを向上させるための取組

目標サービスレベルの実現による都市間旅行時間の変化

⚫ 高速道路・一般道路とも、北海道は国内他地域に比べて
高いサービスレベルを実現（降雪期は10％程度旅行速度
が低下）

⚫ 一方、北海道の都市間距離は本州以南の２～３倍であり、
生活や社会経済活動に必要な移動サービスを提供するた
めには、サービスレベルの向上を目指すべき区間が多数
残されている

◆高速道路：北海道は全国に比べバラつきが小さく、概ね80～95km/hに集中
◆一般道路：北海道の平均速度は、全国の80％の区間を上回る

※高速道路：高速自動車国道、都市高速道路、高規格幹線道路、ＮＥＸＣＯ管理道路
一般道路：高速道路以外の一般国道、主要地方道、一般都道府県道

⚫ 「移動時間の長さ」の克服に向けて、高規格道路の整備
をはじめ、効果的・効率的に道路の交通機能を向上する
ことが重要

⚫ ＥＴＣ２．０等の現況データを活用し、現地状況
に応じた柔軟な方策を選択

⚫ 高規格道路の未整備区間が多い道東・道北方面等で特に移動時間短縮の余地が大きい

※役所間の旅行時間

＜都市間旅行時間の例＞

（「北海道スタンダード」を適用した
国道40号更喜苫内防雪）

（左折フリー化）

（高規格道路の整備）
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（中央分離帯の改良（完全分離２車線運用））

（２＋１車線道路）

【灰図】
北海道地図

【黄図】
現況速度に基づく時間短縮図（※）

【青図】
目標サービスレベルを実現した時の

 時間短縮図（※）

※札幌市を中心に、室蘭市～倶知安町間の
「現況の移動時間」を１とした時の比率で変換

⚫ 降雪期は、適切な道路管理や防雪柵等による視程障害の防止等に
より、速度低下を可能な限り抑制することが重要

（中核都市、新千歳空港・国際拠点港湾、圏域中心都市等を
接続する目標サービスレベルの例）

※役所等の拠点施設を連絡する道路（高規格道路、一般広域道路、地方道等）の平均旅行速度（非降雪期）
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ともに降雪期には約10％旅行速度が低下

（高速道路及び一般道路の速度分布（非降雪期・非混雑時旅行速度））
（降雪期と非降雪期の速度分布（北海道内の観測例）

（昼間12時間旅行速度））

（ラウンドアバウト）
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⚫ 道都・札幌市と他の中核都市の４時間以内の接続等、拠点間の
距離と実現可能な旅行速度との関係を踏まえ、北海道の道路
ネットワークが目指すべき「目標サービスレベル」を設定

高速道路・北海道

高速道路・全国（北海道除き）

一般道路・北海道

一般道路・全国（北海道除き）

深川・留萌自動車道（非降雪期）

深川・留萌自動車道（降雪期）

国道233号（非降雪期）

国道233号（降雪期）

中核都市
新千歳空港・国際拠点港湾

中核都市
新千歳空港・国際拠点港湾

中核都市
新千歳空港・国際拠点港湾

圏域中心都市等
（中核都市を除く）

圏域中心都市等
（中核都市を除く）

地方部の市街地

地方部の市街地 生産空間 30 以上

住宅地等、歩行者や自転車の安全な通行を確保すべきエリア 30  以下

接続する主な拠点 目標サービスレベル※

（km/h）

80  以上

60  以上

40 以上

中核都市、新千歳空港・国際拠点港湾

圏域中心都市等

地方部の市街地（一部）

目標サービスレベル：80km/h 以上

目標サービスレベル：60km/h 以上

目標サービスレベル：40km/h 以上



食料安全保障を支える物流システムの構築

主な施策 目標サービスレベルの実現による効果

⚫ 北海道は、カロリーベースで国内の約４分の１の
食料を生産するなど「日本最大の食料供給基地」
であり、我が国の食料安全保障の確立に向けて、
果たすべき役割は大きい

⚫ 農水産物等は主にトラック・フェリーで輸送され
ており、空港・港湾等の輸送に長時間を要するた
め、食料流通を担う道路ネットワークには輸送の
速達性・時間信頼性の向上が求められる

⚫ また、ドライバー不足に起因するトラック輸送能
力の著しい低下が懸念（特に地方部のドライバー
不足が顕著）

現状・課題

《安定的な物流に資する道路ネットワークの機能向上》 ⚫ 移出量が最も多く東日本への輸送に使われる傾向にある苫小牧港と、西日本への移出に
使われる傾向にある小樽港を対象に「４時間圏域」の変化を試算し、効果を分析

■ 苫小牧港からの４時間圏域

⚫ 目標サービスレベルを実現することにより、全国有数のホタテの生産地である紋別市や
佐呂間町、全国有数の牡蠣・サンマの生産地である厚岸町等が４時間圏に入り、これら
の市町村で生産される農水産物等を苫小牧港まで効率的に輸送することが可能となる

■ 小樽港からの４時間圏域

⚫ 目標サービスレベルを実現することにより、日本一の玉ねぎの生産地である北見市、水
揚げ量日本一の釧路港を擁する釧路市等が４時間圏に入り、これらの市町村で生産され
る農水産物等を小樽港まで効率的に輸送することが可能となる

（苫小牧港からの４時間圏域の変化） （小樽港からの４時間圏域の変化）

⚫ 本州向けの農水産物等は、主に苫小牧港・函館港・小樽
港・釧路港・十勝港から移出

⚫ 新たな労働規制の下で一人のドライバーが日帰り輸送を行
うには「連続運転時間４時間以内」「原則13時間以内の拘
束時間」等の条件を満たす必要があり、道路ネットワーク
のサービスレベルの向上により、上記５港をはじめとする
物流拠点への輸送において、日帰りが可能となるエリア
（４時間圏域）を拡大

《物流効率化に向けた支援（中継輸送・共同輸送の導入促進）》

⚫ 長距離トラック輸送において、中間地点でドライバーが交代する「中継輸送」や複数
の荷主の貨物を同時に輸送することで積載率を高める「共同輸送」の導入は、輸送効
率の向上とドライバーの労働時間削減等に大きな効果が期待

⚫ 簡易パーキングやチェーン着脱場を中継ポイントとしても活用してもらうべく、ト
レーラーのヘッド交換に必要なスペース、トイレ・照明の有無等の情報とあわせて、
「中継ポイントマップ」として整理・公表

（中継輸送（荷台の交換）） （中継ポイントマップのイメージ）

一般広域道路（将来整備区間）

凡　　　　　　例

道    路    種    別

高規格道路（現況整備済区間）

高規格道路（将来整備区間）

一般広域道路（現況整備済区間）

＜４時間圏に入る市町村数＞

143市町村 → 155市町村

＜４時間圏に入る市町村数＞

140市町村 → 161市町村
苫小牧西港

現状240分カバー圏

目標サービスレベル実現後
240分カバー圏

非カバー圏

凡　　　　　　例

小樽港

現状240分カバー圏

目標サービスレベル実現後
240分カバー圏

非カバー圏

凡　　　　　　例

一般広域道路（将来整備区間）

凡　　　　　　例

道    路    種    別

高規格道路（現況整備済区間）

高規格道路（将来整備区間）

一般広域道路（現況整備済区間）

3

（主要５港における農水産物等の移出量
（2022年））

（地域別のドライバー不足割合）（北海道の米の生産量（2024年度）、国内１位の生産量を誇る主な農畜産物（2023年度））

出典：農林水産省「作物統計」「牛乳乳製品統計調査」より作成 出典：北海道経済産業局「第２回北海道地域フィジカルインターネット懇談会」（2024年）



観光立国を先導する世界トップクラスの観光地域づくり

主な施策 目標サービスレベルの実現による効果

現状・課題

⚫ 観光資源が多く集積し、今後の周遊観光が期待される上川地方の拠点である旭川空港を
対象に、日帰り圏域（「３時間圏域」を一つの目安）の変化を試算し、効果を分析

■ 旭川空港からの３時間圏域

⚫ 目標サービスレベルを実現することにより、３時間圏域の市町村数及び観光資源数は
20％以上増加し、地方部への周遊性が向上

⚫ 豊富町や浜頓別町も３時間圏域になるため、サロベツ原生花園やクッチャロ湖への周遊
観光も可能となる

⚫ 北海道は、雄大な自然、独自の歴史・文化等、特徴的で魅力的な観光資源を有しており、
東京都、大阪府に次ぐ第３位の宿泊客数（4,463万人泊）を記録するなど、観光立国を先導
する地域

⚫ 観光資源は広範囲に点在しており、北海道観光の一層の発展に向けては、各地の観光資源
を効率的に周遊できる交通環境を整備することが重要

⚫ また、観光立国を先導する世界トップクラスの観光地域づくりを目指すに当たって、自然
環境・文化の保全と観光が両立した持続可能な観光地域づくり、新たな観光コンテンツの
創出・拡充も重要

（旭川空港からの３時間圏域（現状）） （旭川空港からの３時間圏域（目標サービスレベル実現後））

共創の芽（地域共創インフラツーリズム）

⚫ インフラが支えた地域発展の歴史を柱に、地域の歴史、産業、
文化、食といった様々な要素を取り入れた企画案を地域と共
に創りあげ、旅行会社等に企画・催行いただく「地域共創イ
ンフラツアー」を実施中

（地域共創インフラツアー（函館））

《広域周遊環境の整備》

⚫ 北海道内の観光客の代表的な交通手段は鉄道とレンタカーであり、特に訪日外国人客の
レンタカー利用が急増

⚫ 道路ネットワークのサービスレベルの向上により、空港や新幹線駅等の観光の起点と各
地域の観光資源との間の移動時間を短縮し、広域的な周遊観光の可能性を高める

《ドライブ観光の魅力向上》

⚫ 地域が主体となり、企業や行政と連
携して景観づくりや観光空間づくり
に取り組む「シーニックバイウェイ
北海道」（2024年度末現在、15の
指定ルートと２つの候補ルートが登
録され、約500団体が活動中）のう
ち、特に魅力的な景観等を有する道
を「秀逸な道」と定める

⚫ 多様な主体の連携のもと、ハード・
ソフトの景観形成・維持の取組等に
よって、観光資源としてさらに磨き
上げるとともに、魅力を発信するこ
とでドライブ観光客の誘客をより一
層促進

《サイクルツーリズムの推進》

⚫ サイクリストの参加を得て道内の魅力を楽しめるサイクルルート
を設定するとともに、自転車の走行環境や受入環境の改善・充実、
効果的な情報発信等により、サイクルツーリズムを推進

＜Before＞ ＜After＞

＜３時間圏に入る市町村数＞

97市町村 → 121市町村

（矢羽根型路面表示）

旭川空港

６０分未満カバー圏

６０～１２０分カバー圏

１２０～１８０分カバー圏

１８０分以上カバー圏

凡　　　　　　例

旭川空港

６０分未満カバー圏

６０～１２０分カバー圏

１２０～１８０分カバー圏

１８０分以上カバー圏

凡　　　　　　例

凡　　　　　　例

道    路    種    別

高規格道路

一般広域道路

凡　　　　　　例

道    路    種    別

高規格道路（現況整備済区間）

高規格道路（将来整備区間）

一般広域道路（現況整備済区間）

一般広域道路（将来整備区間）

トンネル工事を
職員の解説付きで見学

4

（シーニックバイウェイ「秀逸な道」（15区間））

日本一のそば畑を走る道
（幌加内町）

12 6
秀峰・利尻山を望む道

（稚内市）

7
大地の息吹を感じる

宗谷周氷河（宗谷丘陵）の道
（稚内市）

並木のウエルカムゲートを
抜けて絶景へと至る道

（美幌町）

13

美しく変化する羊蹄山の
稜線に寄り添う道

（倶知安町・京極町・喜茂別町）

3

森を抜ける公園のような道
（札幌市）

11

洞爺湖の美しさ、
火山の迫力を感じる道

（洞爺湖町）

2
汐風薫るいにしえの道

（松前町）

14
樹海に佇む天空の道

（上士幌町）

10
十勝岳と四季を彩る

花々に出会う道
（上富良野町）

4
支笏湖ブルーに出逢う道

（千歳市）

1

美幌峠と屈斜路湖を
風のように吹き抜ける道

（弟子屈町）

8

北太平洋と湿地の風土に
息づく自然と漁業の道

（浜中町・厚岸町）

15

9
大自然の中を一直線に貫く

中標津ミルクロード
（中標津町）

5
一面の流氷が織りなす

グレートネイチャーを体感する道
（斜里町）

（道路景観の改善）

（北海道の観光入込客数（実人数）の推移）
（地域資源・観光資源の分布）

出典：北海道「北海道観光入込客数調査」より作成
出典：国土交通省「国土数値情報（観光資源・地域資源）」、

（財）日本交通公社「観光資源台帳」より作成



地域の強みを活かした成長産業の振興

主な施策 【事例】道央圏連絡道路の整備による物流効率化、生活環境の向上

現状・課題

⚫ 道央圏連絡道路は、新千歳空港、苫小牧港、石狩湾新港及び小樽港を結び、道央圏にお
ける人流・物流に重要な役割を果たしていることに加え、北海道が目標とする「データ
センターや次世代半導体等を核としたデジタル関連産業の一大拠点の形成」を実現する
ためにも必要な道路

⚫ 2027年頃に次世代半導体の量産開始を目指すRapidus（株）や、2026年に開業予定の
データセンター（苫小牧市、石狩市）をはじめをするデジタル関連産業の集積に向けて
は、単に工場やデータセンターを建設するだけでなく、高度技術者を含む人材の安定確
保等を一体的に進めることが重要

⚫ 道央圏連絡道路は、Rapidus（株）が存する千歳市をはじめ、優れた住・教育環境を有
する自治体を経由しており、デジタル関連産業の従事者の通勤等の移動時間が短縮する
など、生活環境が向上

⚫ 我が国の経済成長への貢献と豊かな地域社会の実現のためには、農林水産業・食関連産業、
観光産業等の基幹産業のほか、北海道の地域特性を活かした産業を育成・振興し、経済を
持続的に発展させることが不可欠

⚫ 半導体産業、ＧＸ産業、宇宙産業等の新たな産業の立地においては、物流環境のみならず、
高度技術者を含む人材の確保が重要であり、都市部へのアクセス、住環境等の生活環境も
重要な観点となっており、成長産業への投資や雇用を促進し、その効果を北海道内に広く
波及させるためには、道内各地における交通基盤の充実が必要

《物流効率化や生活環境の向上に資する効果的な道路ネットワークの整備》

⚫ 企業のサプライチェーンを支えるため、産業立地が見込まれる工業団地等から、道内の
主要港湾、新千歳空港等の物流拠点へのアクセス性を向上

⚫ また、道内各地の工業団地等で成長産業関連の高度技術者等の需要が想定される中、成
長産業の立地動向を踏まえ、企業立地の適地として選択されるよう、道路ネットワーク
のサービスレベルの向上等を通じた地域の魅力向上（生活環境の向上等）を図る

（工業団地、再エネポテンシャルエリア、道路ネットワーク、物流拠点等の位置図） （Rapidus（株）の次世代半導体プロジェクト）

（半導体産業の経済波及効果） （宇宙産業の６次産業化）

＜所要時間の変化（苫小牧港～石狩湾新港）＞

5（道央圏連絡道路とデジタル関連産業等の位置図）

（道内港湾の取扱貨物量（2023年））

（道内空港の取扱貨物量（国内貨物）
（2023年））

出典：国土交通省「港湾統計」より作成

出典：国土交通省「空港管理状況調書」より作成



地球温暖化対策を先導するゼロカーボン北海道の実現

現状・課題

目標サービスレベルの実現による効果

自然共生社会の形成

現状・課題

⚫ 北海道は都市間距離が長く、公共交通機関も限られることから、自動車への依存度が
高く、運輸部門におけるＣＯ２排出量の約90％を自動車が占める

⚫ 電気自動車（ＥＶ）の普及が全国で最も遅れている

《道路交通の円滑化によるＣＯ２排出量の削減》

⚫ 自動車の走行に係るＣＯ２排出量は、走行速度により変化

⚫ 道路ネットワークのサービスレベルの向上により、排出量が少ない速度帯まで走行速度
を向上させ、加減速の回数を減らすことで、燃費を改善し排出量の削減を図る

《道路管理等に由来するＣＯ２排出量の削減》

⚫ 2030年度までに道内の国道全ての照明をＬ
ＥＤ化し、2022年度のＣＯ ２ 排出量の約
50％に相当する6,978ｔ／年の排出量削減を
図る

⚫ 目標サービスレベルを実現することにより、ＣＯ２排出量が約6.5％削減

⚫ 北海道は本州とは異なる亜寒帯性の生物相を有しており、タンチョウ、オジロワシ、シ
マフクロウ等の希少な生物種が生息

⚫ 急速な生物多様性の損失を背景に、その回復を目指す「ネイチャーポジティブ」（自然
再興）の2030年までの実現が国際目標となっており、北海道においても、かけがえのな
い自然環境を保全し、自然が有する多様な機能を利用しながら持続可能な地域づくりを
進めることが求められる

⚫ また、道内の国道では、平均7,904件／年のロードキル（動物との交通事故）が発生し
多くの動物の生命が犠牲となっており、運転者の負傷等、人的・物的損害の面からも重
要な社会問題化

《ネイチャーポジティブの推進》

⚫ 環境アセスメントを含め、事前の慎重な調査
を基に道路のルートや構造において様々な配
慮を行い、また再緑化を行うなど、ネイ
チャーポジティブの視点をもって道路整備を
推進

《野生動物との共生》

⚫ 生息域分断の回避・軽減や走行車両との衝突回避のため、道路を横断する動物用の移動
経路、侵入防止柵等を設置

⚫ ロードキルが多いエゾシカについては、運転者への注意喚起方法として、新たに「エゾ
シカの出現が多い地点を運転者へ情報提供、適時にリスクの周知を行う仕組み」の導入
を図る

主な施策

《道路交通の電動化》

⚫ 現在、北海道内には1,046か所のＥＶ充電器
が設置されているが、特に地方部では「充
電空白地域」が多い

⚫ 「道の駅」は地方部を中心に立地しており、
経路充電の拠点として有力な候補地となり
得るため、設置場所として駐車場の一部の
提供、管理者等への補助金情報の提供等を
通じて充電器の設置を促し、これを呼び水
に電動化を推進

主な施策

（既存林を活用した防雪対策）

＜タンチョウ＞ ＜オジロワシ＞ ＜シマフクロウ＞

国道238号 紋別防雪事業

防鳥ポール

（鳥類へのロードキル対策）

（ロードキルデータを活用したリスク周知のイメージ）
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（北海道の国道のロードキル推移）

（道の駅におけるＥＶ充電器の設置例（石狩市））

（ＬＥＤ灯と高圧ナトリウム灯の比較（消費電力、寿命））

（北海道の希少種（一部））



生産空間の維持・発展を支える人流・物流ネットワークの形成

現状・課題

目標サービスレベルの実現による効果

⚫ 北海道の人口密度は全国平均の約５分の１であり、都市間距離が
長く、各地域の拠点となる都市に集積された都市機能を周辺の広
い地域で利用する「広域分散型社会」を形成

⚫ 生産空間で暮らす人々が将来にわたり住み続けるためには、デジ
タル技術等も活用しつつ、日常生活の拠点機能を有する「地方部
の市街地」や高度医療等の高次な都市機能・生活機能を提供する
「圏域中心都市」へのアクセスを確保する必要

⚫ 北海道新幹線の札幌延伸等を見据え、北海道内の交通のハブとし
て重要性が増す札幌中心部から各地域へのアクセスの円滑化を進
める必要

（生産空間、地方部の市街地、圏域中心都市の分布）

《生産空間の定住環境を維持・改善するための道路ネットワークの整備》

⚫ 食料生産は実際に生産空間に住み続ける、観光は実際に生産空間に行くなどの「リア
ル」を前提に成立しており、リアルな移動を支えるインフラ整備が重要

⚫ 道路ネットワークのサービスレベルの向上により、生産空間で暮らす人々が将来にわた
り住み続けられる環境を維持

《「道の駅」等を活用した日常的な生活サービス機能の集約・拠点化》

⚫ 「道の駅」には、人が集まる拠点のポテンシャルを有しているものも多い

⚫ 地域との共創のもと、「道の駅」を中心に日常的な医療・介護、買物、金融等のサービ
を集約する地域の拠点形成を支援

《交通の要衝としての札幌の機能強化》

⚫ 札幌駅の交通結節機能の充実に向けて、新たなバスターミナルの整備により、道内各地
を結ぶ高速バスへの快適な乗継環境と円滑なバスの発着を実現

⚫ 国道５号「創成川通」の整備を推進し、札幌市をはじめとする都心部から高速道路ネッ
トワークに直結する交通軸を形成

⚫ 都市・生活サービスにも様々あるが、代表して医療、特に「通院（第三次医療施設）」
と「分娩」を例に圏域の変化を試算し、効果を分析

■ 高度な検査・手術等を伴う通院（第三次医療施設）

⚫ 「第三次医療施設へ60分以内にアクセス可能」を一つの目安とすると、目標サービスレ
ベルを実現することにより、第三次医療施設からの60分カバー圏（60分以内に到達可能
な有人メッシュの割合）は約50％から約57％に増加

■ 分娩

⚫ 「分娩施設へ60分以内にアクセス可能」を一つの目安とすると、目標サービスレベルを
実現することにより、分娩施設からの60分カバー圏は約84％から約90％に増加

主な施策

（道の駅「かみゆうべつ温泉チューリップの湯」）

図書館、漫画美術館等を
備えた文化センター

日帰り温泉施設
（年間入浴者数約10万人）
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＜時間短縮効果が大きい地域の例＞

倶知安町： 92.1分 → 59.9分 （－32.2分）

浜 中 町：  80.7分 → 55.3分 （－25.4分）

（全国と北海道の総人口及び生産年齢人口比率の推移）

北海道の人口減少・高齢化は全国を上回る速度で進行

出典：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来人口推計」等より作成



安心・安全に住み続けられる強靱な国土づくり

現状・課題

⚫ 気候変動に伴い、降雨の局地化や集中化、記録的な降雪が発生しており、
今後さらに水害、土砂災害等の激甚化・頻発化が懸念（特に北海道は、
全国の他地域と比べて気候変動の影響による降雨量の増加率が大きいと
予測）

⚫ 降雪についても、北海道の内陸部では、10年に一度の大雪といった極端
な降雪が将来増加すると予測

⚫ 日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震の発生も切迫（千島海溝で発生する
Ｍ8.8以上の地震の30年以内の発生確率：７～40％）

⚫ また、高度経済成長期から集中的に整備されてきたインフラの老朽化が
急速に進展

⚫ これらの危機から北海道を守り、安心・安全に住み続けられる強靱な国
土づくりを進める必要

（日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震による最大クラスの震度分布） （道内39市町（特別強化地域）で想定される最大津波高）

《「救援する道路ネットワーク」の整備》

⚫ 地震・津波をはじめとする大規模災害時には、避難・救援等のために発災直後から道
路ネットワークが機能することが重要

⚫ このため、橋梁の耐震化、盛土のり面の防災対策等の道路施設の強靱化とあわせて、
道路が被災した際にもダブルネットワークにより交通機能が確保されるよう、災害時
に救援する強靱な道路ネットワークの整備を推進

⚫ 釧路地域では、大規模地震による津波発生の際に市街地や国道等への浸水が想定され
ているが、津波浸水エリアを位置・高さにより回避した高規格道路を通じて被災地へ
の緊急物資の輸送等が可能となり、復旧活動の軸となる道路ネットワークを構築

《異常気象への対応》

⚫ 暴風雪・大雪時には早い段階で躊躇のない通行止めを行っているが、幹線道路の通行
止めを受け、周辺の市町村道等へ迂回した車両のスタックも発生しており、情報発信
の方法には工夫が必要

⚫ 今後、ドライバーがリアルタイムの道路交通情報を受信可能なメディアの多様化（自
治体発信のエリアメール、道路管理者発信の予告情報の拡充等）を推進

《持続可能な道路維持管理の実現》

⚫ 人口減少や高齢化が進む中、持続可能な維持管理実
現のため、「事後保全」から「予防保全」への転換
に向けた計画的な補修、点検・診断への新技術の導
入を推進

⚫ 産学官民が連携したプラットフォーム「i-Snow」
で取り組んでいる除雪機械のワンマン化・自動化等
を推進

主な施策

（釧路地域における「救援する道路ネットワーク」（道東自動車道）） （除雪機械のワンマン化）
8

（情報発信の取組のイメージ）

津波浸水エリアを回避した

大規模災害時の

確実な緊急輸送道路を確保

※津波が発生した場合に特に著しい

津波災害が生じるおそれがあり、

津波避難対策を特別に強化すべき

地域（北海道では39市町が指定）

津波避難対策特別強化地域※
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